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日本若者協議会が栗原副代表幹事に提言を手交し意見交換
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日本版気候若者会議は、日本若者協
議会が主催し、約100人の若者で気候
変動対策を協議する市民会議であり、
フランスで始まった気候市民会議のよ
うに、間接民主主義を補完する政策形
成の場となることを目指している。
約１カ月半の議論を経て今年４月に発
表された政策提言には、商品へのカーボ
ンフットプリントの表示義務化、エネ
ルギーに関する熟議の日の制定、カーボ
ンプライシングの導入、気候市民会議
の開催など、本会の考え方にも近い多
岐にわたる具体案が盛り込まれている。

意見交換では、産業界や経営者に期
待することとして、具体的なプロジェ
クトを通じた若者との協働、脱炭素な
どの取り組みをテーマとする寄付講座
の活発化、社会課題への関心が高い学
生の積極的な採用といった意見が出さ
れた。
また、気候変動への関心が高い層は
実際にも環境に配慮した商品を購入し
ている一方で、それらの商品を提供す
る企業は外資系が多く、国内企業も積
極的に消費者への選択肢を用意してほ
しいという指摘があった。

当会に対しては、特定の業界だけで
はなく多様な経営者が集まって横断的
な議論ができる場として、脱炭素化に
伴う産業の構造転換や労働者の移転と
いった複雑な課題への対応策の検討を
期待したいとの声が寄せられた。

８月29日、未来選択会議で連携している日本若者協議会の室橋祐貴
代表理事他３人が来訪、日本版気候若者会議2022がまとめた提言を
栗原美津枝副代表幹事／環境・エネルギー委員会委員長に手交、同委
員会副委員長３人と共に意見交換を行った。

栗原副代表幹事（左）に提言を手交する日本
若者協議会室橋代表理事とそのメンバー


